
 
平成 23年 12月 16 日 

 

岡岡山山県県感感染染症症週週報報  2011 年 第 49週（ 12 月 5 日～ 12 月 11日 ） 

【お知らせ】次回、第 50 週感染症週報は 12 月 23 日（金）が祝日のため、 

12 月 26 日（月）にホームページに掲載いたします。 
 

    ◆2011 年 第 49 週（  12／5 ～ 12／11  ）の感染症発生動向（届出数） 
 

■全数把握感染症の発生状況 

第 47 週 5 類感染症 破傷風 1 名（ 60 代 女 ） 

第 48 週 4 類感染症 つつが虫病 1 名（60 代 女） 

レジオネラ症 1 名（ 60 代 男 ） 

第 49 週 2 類感染症 結核 1 名（ 40 代 女 ） の報告がありました。 
 

■定点把握感染症の発生状況 

○インフルエンザは、全県で 339 名（定点あたり 4.04 人）の報告があり、倉敷市では感染症発生レベル２

になりました。 

○感染性胃腸炎は、特に岡山市・倉敷市・備前地域など県南部で患者が増加しました。 

○クラミジア肺炎は、患者が増加しました。 

○マイコプラズマ肺炎は、前週より減少したものの、患者が多い状態がつづいています。 

○流行性耳下腺炎は、再び備中地域で感染症発生レベル 2 になりました。 

○RS ウイルス感染症は、患者が多い状態で推移しています。 
  

【第 50 週 速報】○腸管出血性大腸菌感染症 1 名（O157 30 代 女）の発生がありました。 

○インフルエンザとみられる臨時休業がありました。 

▽岡山市 1 ▽倉敷市 8 ▽備前市 2 ▽浅口市 2 

○感染性胃腸炎による臨時休業がありました。  ▽倉敷市 2 ▽玉野市 1 

                                         
 

1．腸管出血性大腸菌感染症は、今年はこれまでに 66 名の発生がありました。冬でも患者発生がみられますので、

ひきつづき感染予防に心がけてください。 

2．インフルエンザは、全県で 339 名（ 定点あたり 4.04 人 ）の患者報告があり、前週（1.88 人）より増加しました。 

特に倉敷市・備中地域・備前地域で患者が増加し、倉敷市では感染症発生レベル 2 になりました。また、こ

の地域では学校の臨時休業も相次いで報告されています。県内の発生状況・臨時休業情報などは『インフ

ルエンザ情報』をご覧下さい。 

第 48 週（11/28～12/4）速報値によると、全国では定点あたり 0.57 人。岡山県は、第 48 週定点あたり 1.88 人

であり、全国の中でも高い報告数になりました。 

3．感染性胃腸炎の定点あたり患者数は、特に県南部で増加しました（ 定点あたり 8.74 → 10.41 人）。第 49 週は

岡山市・倉敷市・勝央町で学校の臨時休業が報告されています。詳しい県内の発生状況は『感染性胃腸炎

情報』をご覧下さい。 

4．クラミジア肺炎※は、患者数が増加しました（基幹定点 5 医療機関あたり 0.80 人）。クラミジア肺炎には、

C.pneumoniae 肺炎と C.trachomatis 肺炎があります。C.pneumoniae 肺炎は、飛沫感染により感染し、3～4

週間の潜伏期を経て急性呼吸器感染症を起こし、微熱や乾いた咳が長くつづき、異形肺炎を発症します。マ

イコプラズマ肺炎は 14 歳以下が多いのに対し、C.pneumoniae 肺炎は小児だけでなく､高齢者にも多くみられ

ます。C.trachomatis 肺炎は、C.trachomatis に感染している母体からの産道感染で、新生児、乳児に無熱

性の肺炎を発症します。  

5．マイコプラズマ肺炎は、患者数が減少（基幹定点 5 医療機関あたり 3.20 → 2.60 人）したものの、患者の多い

状態がつづいています。岡山市（3 人）･倉敷市（9 人）･備北地域（1 人）で患者報告がありました。今年は全

国的に過去 5 年と比較してかなり多いと報告されています。（国立感染症情報センター第 47 週マイコプラズマ肺炎グラ

フ）。乾いた咳が長期間つづくときは、医療機関を受診してください。マイコプラズマ肺炎 Q&A（厚生労働省） 

6．流行性耳下腺炎の定点あたり患者数は、全県では大きくは変わりませんでした（ 定点あたり 1.17 → 1.19 人 ）

が、備中地域では再び感染症発生レベル 2 になりました（ 2.14 → 3.29 人 ）。 

7．ＲＳウイルス感染症の定点あたり患者数は、前週と変わらず（ 定点あたり 0.70 → 0.69 人 ）、患者が多い状態

がつづいています。患者の 78％ は 1 歳以下の乳幼児で、乳幼児では重症化することもありますので注意が必

要です。 

8．つつが虫病の発生がありました。今年県内 3 例目です。つつが虫病はダニの一種であるツツガムシの幼虫に

刺されることによって感染します。詳しくは感染症情報センターホームページ【注意！】岡山県内で『つつが

虫病』の発生がありました をご覧下さい。 
 

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-101155.html
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-101155.html
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-92000.html
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-92000.html
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/weeklygraph/18myco.html
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/weeklygraph/18myco.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou30/index.html
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-101329.html
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-101329.html


 

 

流行の推移と発生状況 

疾病名 推移 発生状況 疾病名 推移 発生状況 

インフルエンザ 
 
★★ ＲＳウイルス感染症 

 
★★ 

咽頭結膜熱 
 
★ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

 
★ 

感染性胃腸炎 
 ★★★★★ 水痘 

 
★ 

手足口病  ★ 伝染性紅斑  ★ 
 

突発性発疹 
 ★★ 百日咳  ★ 

ヘルパンギーナ 
 ★ 流行性耳下腺炎 

 
★★ 

急性出血性結膜炎 
 
 流行性角結膜炎  ★ 

細菌性髄膜炎 
 
★ 無菌性髄膜炎 

 
 

マイコプラズマ肺炎 
 ★★★ クラミジア肺炎 

 
★★★ 

 

 【記号の説明】 

  前週からの推移：   2倍以上の減少      1.1～2倍未満の減少     1.1未満の増減 
 

1.1～2倍未満の増加     2倍以上の増加 

流行状況: 空白 発生なし ★僅か ★★少し ★★★やや多い ★★★★多い ★★★★★非常に多い 

※定点当り患者数について、過去５年間の標準偏差値に感染症の種類毎に係数を乗じた値を５等分し、流行状況の 

目安として５段階で表示しています。 

 

 
※クラミジア肺炎：本来クラミジア肺炎とは、クラミジアによる肺炎という意味で、肺炎クラミジア、トラコーマ･クラミ

ジア、オウム病クラミジアによる肺炎が含まれます。しかし、肺炎クラミジアおよびトラコーマ・クラミジアによる

肺炎と、人畜共通感染症で症状の強いオウム病とは病態や症状が異なるため、区別して扱われており、感染

症法では肺炎クラミジアとトラコーマ・クラミジアをまとめてクラミジア肺炎（オウム病を除く）とし、定点把握感

染症に分類されています。また、オウム病クラミジアによるオウム病は、全数把握感染症の 4 類感染症に分類さ

れ、診断された場合は医師の届出が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保健所別報告患者数 において  数字  は感染症マップにおいて レベル３   

 数字   は感染症マップにおいて レベル２   を示しています。 

 

 



 

 

今週の注目感染症 
 

レジオネラ症 
岡山県では、今年レジオネラ症の報告が増加しています。今年は第 49 週（～12/11）までに 34 名の報告

があり、過去 5 年間で最も多くなっています。過去 5 年間の累計では、患者は、女性より男性が多く、男性

が全体の 80％ を占め、また年齢は 60 代が最も多く、50 代以上で全体の 94％ を占めており、全国的にも中高

年の男性が多い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レジオネラ症とは】 

レジオネラ症とは、レジオネラ属菌による呼吸器感染症で、肺炎型のレジオネラ肺炎と、インフルエンザ

様熱性疾患のポンティアック熱の 2 つの病型があります。レジオネラ属菌はもともと水中や湿った土壌など

環境中に存在する細菌で、15～43℃で増殖します。また、循環式浴槽水、空調施設の冷却塔水、給湯器

の水など、人工的な温水中に生息する原虫類（アメーバ）の細胞内で大量に増殖します。 

レジオネラ症は 1999 年 4 月から全数把握感染症の対象疾患となり、無症状病原体保有者を含めレジオネ

ラ症と診断された場合、医師の届出が義務付けられています。 

【症状】 

レジオネラ肺炎は、2～10 日（平均 4～5 日）の潜伏期間の後に発症し、悪寒・高熱・全身倦怠感・頭

痛・筋肉痛などの他、呼吸器症状として咳・胸痛・呼吸困難が現れます。重症化すると、四肢の脱力・

意識障害・歩行障害を伴う場合もあります。レジオネラ肺炎は、病気の進行が早く、急速に全身状態が悪

化することがあり、注意が必要です。高齢者や新生児の他に、免疫機能が低下した人、糖尿病や慢性呼

吸器疾を有する人では肺炎を起こす危険性が高い傾向があります。 

一方、ポンティアック熱は、突然の発熱・悪寒・筋肉痛で始まりますが一過性で、自然治癒します。 

【感染経路】 

レジオネラ肺炎は、レジオネラ属菌を含んだエアロゾル（霧状の液体）や粉塵などを吸入することによっ

て起こる呼吸器感染症です。レジオネラ属菌に汚染された循環式浴槽水、24 時間風呂、シャワー、噴水、

洗車などのエアロゾルを吸入することによって感染し、温泉水を飲んで発症した事例もあります。土木・粉

塵作業・園芸作業により感染することも指摘されています。 

ただし、患者との接触によって感染したという人から人への感染報告はありませんので、患者を隔離する

必要はありません。 

【治療と予防】 

レジオネラ症は、エリスロマイシン、リファンピシン、ニューキノロンなどの抗菌薬が有効と言われていま

す。有効な抗菌薬の投与がされない場合、重篤な症状になることがあります。 

レジオネラ属菌が土埃などとともに、冷却塔・循環式浴槽・給湯設備・加湿器などの人工循環水に混入

することは避けられません。家庭内の 24 時間風呂・加湿器などは、水を適宜取り替え、浴槽やタンクの中

を清潔に保ちましょう。また、エアロゾルや粉塵などを吸入するような作業をする時は、マスクの着用が感

染予防になります。公衆入浴施設などにおいては、管理マニュアルに沿った適切な清掃、消毒を行うこと

が重要です。 

   ○レジオネラ症発生防止のために（岡山県生活衛生課） 

○旅館・公衆浴場等におけるレジオネラ症防止対策についてのホームページ（厚生労働省） 

  ○レジオネラ症（国立感染症情報センター） 

http://www.mhlw.go.jp/topics/2001/0109/tp0911-1.html#no3
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-4889.html
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/kenkou/legionella/index.html
http://idsc.nih.go.jp/disease/legionellosis/index.html


平成 23年 12月 16日 

感染性胃腸炎情報 第 49週 2011年 12月 5日 ～ 12月 11日  

○岡山県内の患者報告数は 562 名、定点あたり 10.41 人（定点医療機関 54 定点）に増えました。 

○岡山市・倉敷市・備前地域など、県南部で患者が増加しました。 

○感染性胃腸炎による臨時休業（学級閉鎖）が、岡山市・倉敷市・勝央町で各 1 施設ありました。 

【第 50 週 速報】 感染性胃腸炎による臨時休業（学級閉鎖）が、倉敷市 2 施設・玉野市 1 施設でありました。 

 

※感染性胃腸炎は、通常、秋から翌年の春にかけて流行するため、今年 27 週 ～ 翌年 26 週を １ シーズンとして、グラフを作成しています。 

感染性胃腸炎の定点あたり患者数は、県南部を中心に増加し（定点あたり 8.74 → 10.41 人）、岡山市（ 12.50 人 ）、

倉敷市（ 11.73 人 ）、備前地域（ 10.20 人 ）で患者が急増し、美作地域（ 10.67 人 ）では患者が多い状態が続い

ています。第 49 週、感染性胃腸炎による学級閉鎖が岡山市・倉敷市・勝央町で各 1 施設ありました。外出後や食事前

の手洗いを徹底し、感染予防に心がけましょう。また、吐物や下痢便の取り扱いにも注意が必要です。現在、岡山県で

は『食中毒（ノロウイルス）注意報』を発令し、食中毒予防を呼びかけています。 

 

患者の年齢分布は 0－4 歳が最も多く、約半数を占め

ています。中でも 1 歳の患者が多く報告されています。

お子さんの体調の変化に注意して、早めに医療機関を受

診してください。嘔吐や下痢により脱水症を起こすことも

ありますので注意が必要です。 

 

 

 

 

 

岡山県地区別 感染症マップ  感染性胃腸炎  2011 年 49 週  

 

49 週 12/5～12/11 48 週 11/28～12/4 47 週 11/21～11/27  46 週 11/14～11/20   

 

 

 

 

 

 

レベル３ レベル２ レベル１ 報告なし 

開始基準値 終息基準値 基準値 基準値 基準値 

２０ １２  ０＜２０未満 ０ 

レベル３の開始基準値を一度超えると、終息基準値より下がらないと レベル３が継続されます。 



平成 23 年 12 月 16 日 

 

インフルエンザ情報 第 49週 2011年 12月 5日 ～ 12月 11日  

 岡山県の流行状況 

○岡山県内の患者報告数は 339 名（ 定点あたり 4.04 人 ）の報告があり、前週より増加しました。 

○特に倉敷市・備中地域・備前地域で患者が増加し、倉敷市では感染症発生レベル 2 になりました。 

○インフルエンザとみられる臨時休校が 10 施設（ 和気町 2、浅口市 2、倉敷市 6 ）ありました。 

○このうちの一事例から、インフルエンザウイルス AH3 型が検出されました。 

【速報】第 50 週 インフルエンザとみられる臨時休業がありました。 

▽12 月 12 日：備前市 2、浅口市 1、倉敷市 2  ▽12 月 13 日：倉敷市 2 

        ▽12 月 14 日：浅口市 1、倉敷市 2       ▽12 月 15 日：岡山市 1、倉敷市 2 

※ インフルエンザは、通常、秋から翌年の春にかけて流行するため、今年 27 週 ～ 翌年 26 週を １ シーズンとして、グラフを作成しています。 

 

インフルエンザ患者数は、倉敷市 197 名、備中地域 101 名、備前地域 33 名、岡山市 5 名、美作地域 3 名の報告が

あり（ 84 定点医療機関定点あたり  4.04 人 ）、前週（1.88 人）より増加しました。倉敷市（ 5.38 →12.31 人 ）・

備中地域（ 5.17 → 8.42 人）・備前地域（ 0.60 → 2.20 人）で患者が増加し、倉敷市は定点あたり患者数が 10.00

人を越え、感染症発生レベル 2 になりました。また、これらの地域では学校の臨時休業も相次いで報告されています。

岡山市や県北部地域では患者は報告されているものの、まだ少数で集団発生など大きな流行はみられません。 

     浅口市で発生した集団感染事例から、インフルエンザウイルス AH3 型が検出されました。 

 

１ ．年齢別患者発生状況  第 49 週（ 12/5～12/11 ） 

患者は、臨時休業の報告があった主に幼稚園児や小学生に該当する 5－14 歳で増加しました。乳児や 70 歳以

上の高齢者の報告はあるものの、まだ少ない状態です。 

 

 
 

 

 

 



 

２ ．地域別発生状況 

      第 49 週（12/5～12/11） 前週からの推移（単位：人） 

【記号の説明】  前週からの推移：  2倍以上の減少      1.1～2倍未満の減少     1.1未満の増減 

1.1～2倍未満の増加     2倍以上の増加 
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地域名 発生状況 推移 地域名 発生状況 推移 

岡山県全体 
患 者 数 339 

 
備 中 

患 者 数 101 

 定点あたり 4.04 定点あたり 8.42 

岡山市 
患 者 数 5 

 
備 北 

患 者 数 - 
― 

定点あたり 0.23 定点あたり - 

倉敷市 
患 者 数 197 

 真 庭 
患 者 数 - 

― 
定点あたり 12.31 定点あたり - 

備 前 
患 者 数 33 

 
美 作 

患 者 数 3 

 定点あたり 2.20 定点あたり 0.30 



 

 インフルエンザウイルス検出状況 

第 49 週（12/5～12/11）に検出されたインフルエンザウイルス 

12 月 5 日に和気町の小学校で発生した集団事例患者のうち 1 名から、インフルエンザウイルス AH3 型が 

検出されました。 

今シーズン第 49 週現在、全国で検出されたインフルエンザウイルスは、AH3 型の割合が最も多く 87％ 、 

B 型が 12％ 、AH１ pdm09 型が 1％ の順になっており、AH3 型が主流になっています。 

（国立感染症情報センター インフルエンザウイルス分離・検出速報  2011/2012 シーズン） 

 

ウイルス名 検体採取週 検体採取日 地域 年齢 性別 備考 

インフルエンザウイルス AH3型 第 49週 2011年 12月 5日 和気町 小学生 女   集団発生事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インフルエンザ様疾患による学校等の臨時休業施設数 第 49 週（12/5～12/11） 

１．有症者数・欠席者数および臨時休業措置の内訳 

第 49 週、休校 1 施設（浅口市１ ）、学級閉鎖 9 施設( 和気町 2、浅口市 1、倉敷市６ )の計 10 施設の 

報告がありました。有症者数 179 名、このうち欠席者数 148 名でした。 

第 49 週までの合計は、有症者数 230 名、うち欠席者数 191 名、臨時休業施設数は 14 施設、このうちの 

約 60％ が倉敷市からの報告です。（第 50 週発生の臨時休業は、第 50 週週報で行います。） 

＊ 地域名は、保健所管轄地域を表しています。 

 

地域名＊  

 

有症者数 
うち 

欠席者数 
施設数合計 

休園・ 

休校数 

学年閉鎖 

施設数 

学級閉鎖 

施設数 
初発 

年月日 
今週 累計 今週 累計 今週 累積 今週 累積 今週 累積 今週 累積 

岡山県全体 179 230 148 191 10 14 1 1 － 2 9 11 H23.10.31 

岡山市 － － － － － － － － － － － －  

倉敷市 107 151 78 114 6 9 － － － 1 6 8 H23.10.31 

備前地域 33 33 32 32 2 2 － － － － 2 2 H23.12.5 

備中地域 39 46 38 45 2 3 1 1 － 1 1 1 H23.11.30 

備北地域 － － － － － － － － － － － －  

真庭地域 － － － － － － － － － － － －  

美作地域 － － － － － － － － － － － －  

  

 

http://idsc.nih.go.jp/iasr/influ.html


 

 

２ ．臨時休業施設数の内訳 第 49週（12/5～12/11）  

第 49 週、学校等の臨時休業は 10 校ありました。 

倉敷市 ： 幼稚園 1、小学校 4、中学校 1 

備前地域 ： 幼稚園 1、小学校 1 

備中地域 ： 幼稚園 1、小学校 1 

（第 50 週発生の臨時休業施設の掲載は第 50 週 週報で行います。） 

 第 49 週：10 施設   累計：14 施設 

 保育所 幼稚園 小学校 中学校 高等学校 その他 

今週 累積 今週 累計 今週 累積 今週 累積 今週 累積 今週 累積 

施設数 － － 3 3 6 10 1 1 － － － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入院時の状況と年齢別内訳の累計 第 49週 （12/5～12/11）まで 

( 県内基幹定点 ５医療機関による報告 ) 

第 49 週、インフルエンザによる入院患者の報告はありませんでした。今シーズン、第 49 週までに 1 名の 

入院患者報告がありました。 

＊ 平成 23 年 9 月 5 日以降に入院した各患者の累計数(入院日を登録) 

年齢 1歳未

満 

1～4

歳 

5～9

歳 

10～

14歳 

15～

19歳 

20～

29歳 

30～

39歳 

40～

49歳 

50～

59歳 

60～

69歳 

70～

79歳 

80歳

以上 

計＊ 

ICU入室 － － － － － － － － － － － － － 

人工呼吸器の利用              

頭部 CT検査、頭部 MRI

検査、脳波検査のいず

れかの実施(予定含

む) 

－ － － － － － － － － － － － － 

いずれにも該当せず － － － 1 － － － － － － － － － 

計(一部重複あり)＊ － － － 1 － － － － － － － － － 

 

 



2011年12月14日

12:23:22
岡山県地区別 インフルエンザ感染症マップ    2011年 49週

　レベル３の開始基準値を一度超えると、終息基準値より下がらないと
レベル３が継続されます。

インフルエンザ

30 10

レベル３ レベル２ レベル１ 報告なし

10 以上
30 未満

開始基準値 終息基準値 基準値 基準値 基準値

0 <
10 未満 0

48週         11/28～ 47週         11/21～ 46週         11/14～

45週         11/7～

49週         12/5～

44週         10/31～ 43週         10/24～ 42週         10/17～



2012年1月4日保健所別報告患者数  2011年 49週       ( 2011/12/05～2011/12/11 )

岡山市 倉敷市 備前 備中 備北 真庭 美作

疾病名 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当

全県

0.30 3----8.42 1012.20 3312.31 1970.23 54.04 339インフルエンザ

0.33 2----0.86 60.30 30.82 91.21 170.69 37ＲＳウイルス感染症

0.17 1----0.14 1----0.21 30.09 5咽頭結膜熱

--2.50 5--1.14 80.10 12.36 260.29 40.81 44Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

10.67 648.00 165.00 208.00 5610.20 10211.73 12912.50 17510.41 562感染性胃腸炎

0.50 3--0.25 11.14 80.70 70.64 71.57 220.89 48水痘

2.17 130.50 1--1.43 101.90 193.18 351.71 241.89 102手足口病

0.67 40.50 1--0.57 4--0.09 10.29 40.26 14伝染性紅斑

0.33 2----0.29 20.40 40.45 50.71 100.43 23突発性発疹

--------0.10 1----0.02 1百日咳

0.17 1------------0.02 1ヘルパンギーナ

------3.29 230.50 51.45 161.43 201.19 64流行性耳下腺炎

------------急性出血性結膜炎

----1.00 10.25 10.40 20.33 4流行性角結膜炎

--------1.00 10.20 1細菌性髄膜炎

------1.00 1--0.20 1無菌性髄膜炎

----1.00 12.00 23.00 31.20 6マイコプラズマ肺炎

------------クラミジア肺炎

1/1 ページ
( - ：  0  or  0.00 )        ( 空白 ： 定点なし )



2012年1月4日保健所別報告患者数  2011年 49週       ( 2011/12/05～2011/12/11 )

岡山市 倉敷市 備前 備中 備北 真庭 美作

疾病名 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当

全県

0.30 3----8.42 1012.20 3312.31 1970.23 54.04 339インフルエンザ

0.17 1----0.14 1----0.21 30.09 5咽頭結膜熱

--2.50 5--1.14 80.10 12.36 260.29 40.81 44Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

10.67 648.00 165.00 208.00 5610.20 10211.73 12912.50 17510.41 562感染性胃腸炎

0.50 3--0.25 11.14 80.70 70.64 71.57 220.89 48水痘

2.17 130.50 1--1.43 101.90 193.18 351.71 241.89 102手足口病

0.67 40.50 1--0.57 4--0.09 10.29 40.26 14伝染性紅斑

--------0.10 1----0.02 1百日咳

0.17 1------------0.02 1ヘルパンギーナ

------3.29 230.50 51.45 161.43 201.19 64流行性耳下腺炎

------------急性出血性結膜炎

----1.00 10.25 10.40 20.33 4流行性角結膜炎

1/1 ページ
( - ：  0  or  0.00 )        ( 空白 ： 定点なし )



感染症発生動向調査　週情報　　　報告患者数　年齢別　　　　(  2011年　第49週     2011/12/05～2011/12/11 )

疾病名 合計 -6ヶ月-12ヶ月 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80～

インフルエンザ  339  2  6  11  16  20  15  29  26  32  19  17  77  4  10  34  9  6  2  3  1

疾病名 合計 -6ヶ月-12ヶ月 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14 15-19 20～

ＲＳウイルス感染症  37  16  5  8  6  2 - - - - - - - - -

咽頭結膜熱  5 -  1  1  1 -  1 - - - - - -  1 -

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  44 - -  1 -  3  1  10  8  8  1  3  8 -  1

感染性胃腸炎  562  7  37  65  53  42  50  56  46  44  33  22  57  13  37

水痘  48 -  1  14  7  7  5  4  3  2 -  2  3 - -

手足口病  102 -  8  27  21  19  10  4  6  2  3 -  1 -  1

伝染性紅斑  14 -  1  1  3  2  1  3  1  1  1 - - - -

突発性発疹  23  1  16  5  1 - - - - - - - - - -

百日咳  1 - - - - - -  1 - - - - - - -

ヘルパンギーナ  1 - -  1 - - - - - - - - - - -

流行性耳下腺炎  64 - -  3  7  5  11  19  7  2 -  6  4 - -

疾病名 合計 -6ヶ月-12ヶ月 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70～

急性出血性結膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

流行性角結膜炎  4 - - - - - - - - - - - -  1 -  2 - -  1 -

疾病名 合計 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70～

細菌性髄膜炎  1 -  1 - - - - - - - - - - - - - -

無菌性髄膜炎  1  1 - - - - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎  6 -  3  2 -  1 - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - - - - - - -

( - ：  0  ) 



全数把握 感染症患者発生状況　 2011 年　49 週

分類 疾病名 昨年累計今週 疾病名 昨年累計今週 疾病名 昨年累計今週

2011 2010 2011 2010 2011 2010

一類 エボラ出血熱 --- クリミア・コンゴ出血熱 --- 痘そう ---

南米出血熱 --- ペスト --- マールブルグ病 ---

ラッサ熱 --- --- ---

二類 急性灰白髄炎 --- 結核  352 486 1 ジフテリア ---

重症急性呼吸器症候群 --- 鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１） --- ---

三類 コレラ --- 細菌性赤痢 - 1- 腸管出血性大腸菌感染症  66 64-

腸チフス --- パラチフス --- ---

四類 Ｅ型肝炎 - 1- ウエストナイル熱 --- Ａ型肝炎  2 3-

エキノコックス症 --- 黄熱 --- オウム病 ---

オムスク出血熱 --- 回帰熱 --- キャサヌル森林病 ---

Ｑ熱 --- 狂犬病 --- コクシジオイデス症 ---

サル痘 --- 腎症候性出血熱 --- 西部ウマ脳炎 ---

ダニ媒介脳炎 --- 炭疽 --- チクングニア熱 ---

つつが虫病  1 3- デング熱  7-- 東部ウマ脳炎 ---

鳥インフルエンザ --- ニパウイルス感染症 --- 日本脳炎 ---

日本紅斑熱 - 3- ハンタウイルス肺症候群 --- Ｂウイルス病 ---

鼻疽 --- ブルセラ症 --- ベネズエラウマ脳炎 ---

ヘンドラウイルス感染症 --- 発しんチフス --- ボツリヌス症 - 1-

マラリア --- 野兎病 --- ライム病 ---

リッサウイルス感染症 --- リフトバレー熱 --- 類鼻疽 ---

レジオネラ症  19 34- レプトスピラ症 --- ロッキー山紅斑熱 ---

五類 アメーバ赤痢  13 10- ウイルス性肝炎*3  7 9- 急性脳炎*4  1 3-

クリプトスポリジウム症 --- クロイツフェルト・ヤコブ病  2 2- 劇症型溶血性レンサ球菌感染症  1 1-

後天性免疫不全症候群  22 14- ジアルジア症  5 2- 髄膜炎菌性髄膜炎 ---

先天性風しん症候群 --- 梅毒  9 9- 破傷風  1 3-

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 --- バンコマイシン耐性腸球菌感染症  3-- 風しん  2 1-

麻しん  3 4- --- ---



0

10

20

30

40

50

60

272829303132333435363738394041424344454647484950515253 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526

前 後 

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001-2002

2002-2003

2003-2004

2004-2005

2005-2006

2006-2007

2007-2008

2008-2009

2009-2010

2010-2011

2011-2012

インフルエンザ 

週 

  

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

2

272829303132333435363738394041424344454647484950515253 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526

前 後 

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2003-2004

2004-2005

2005-2006

2006-2007

2007-2008

2008-2009

2009-2010

2010-2011

2011-2012

ＲＳウイルス感染症 

  週 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

咽頭結膜熱 

週 

0
0.2
0.4
0.6
0.8

1
1.2
1.4
1.6
1.8

2

272829303132333435363738394041424344454647484950515253 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526

前 後 

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001-2002

2002-2003

2003-2004

2004-2005

2005-2006

2006-2007

2007-2008

2008-2009

2009-2010

2010-2011

2011-2012

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

  

週 



0

5

10

15

20

25

30

272829303132333435363738394041424344454647484950515253 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526

前 後 

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001-2002

2002-2003

2003-2004

2004-2005

2005-2006

2006-2007

2007-2008

2008-2009

2009-2010

2010-2011

2011-2012

感染性胃腸炎 

  週 

0

1

2

3

4

5

6

272829303132333435363738394041424344454647484950515253 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526

前 後 

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001-2002

2002-2003

2003-2004

2004-2005

2005-2006

2006-2007

2007-2008

2008-2009

2009-2010

2010-2011

2011-2012

水痘 

  週 

0

2

4

6

8

10

12

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

手足口病 

週 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

伝染性紅斑 

週 



0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

突発性発疹 

週 

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

百日咳 

週 

0

1

2

3

4

5

6

7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

ヘルパンギーナ 

週 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

流行性耳下腺炎 

週 



0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

急性出血性結膜炎 

週 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

流行性角結膜炎 

週 

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

0.45

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

細菌性髄膜炎 

週 

0

1

2

3

4

5

6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

無菌性髄膜炎 

週 



0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

マイコプラズマ肺炎 

週 

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435363738394041424344454647484950515253

定
点
あ
た
り
報
告
数

 

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

クラミジア肺炎 

週 


	2011_49週報
	感染性胃腸炎-49
	ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ49
	インフルエンザ-49
	ウイルス検出状況-49
	インフルエンザレベルマップ49

	週報保健所別報告患者数-49正
	週報保健所別報告患者数new-49正
	週報年齢別疾病-49正
	全数把握_感染症患者発生状況-49
	49w
	画像


